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3月定例会では、�
13人の議員が一般質問を
行いました。各議員の質
問と理事者の答弁の概要
は次のとおりです。�
（質問順に掲載）�

住民と行政との協働拠点である振興会（知井振興会）

住民自治、
集落の活性化策を問う

住民自治組織との協調を図る

活緑クラブ
松尾　武治 議員

住民の生活を守る自主防災組織（美山町内）

市長 要援護者対策会議で検討 市長

災害弱者の支援組織
づくりが必要では南風会

小中　昭 議員
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大
き
な
地
震
や
集
中

雨
・
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
。
災
害
時
に
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

高
齢
者
等
の
生
活
や
命
を

守
る
制
度
と
し
て
、
京
都

府
は
昨
年
11
月
に
行
政
や

介
護
保
険
事
業
者
等
と
協

定
を
締
結
し
「
高
齢
者
あ

ん
し
ん
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

消
防
団
や
自
主
防
災
組

織
さ
ら
に
集
落
機
能
を
生

か
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
南
丹
市
が
指
導
を

し
て
、
高
齢
者
・
障
害

者
・
子
供
な
ど
の
災
害
弱

者
を
支
援
す
る
組
織
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
る
が
市

長
の
ご
所
見
を
伺
う
。

19
年
度
に
、
災
害

弱
者
へ
の
支
援
を
迅
速
に

お
こ
な
う
こ
と
を
検
討
す

る
「
災
害
時
に
お
け
る
要

援
護
者
対
策
会
議
」
を
設

置
す
る
。
現
在
関
係
部
局

の
担
当
者
に
よ
り
検
討
を

進
め
て
い
る
。

「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
」
と

の
連
携
、
ま
た
、
消
防
団

や
自
主
防
災
組
織
と
の
連

携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り

災
害
時
の
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

南
丹
市
防
災
計
画
の
策

定
も
現
在
す
す
め
て
い
る
。

消
防
団
員
の
減
少
や
、

通
勤
圏
の
拡
大
に
よ
り
消

防
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ

て
い
る
中
、
日
吉
・
美
山

地
域
に
は
自
主
防
災
組
織

が
結
成
さ
れ
活
動
さ
れ
て

い
る
。
組
織
へ
の
出
動
手

当
等
の
支
給
は
で
き
な
い

か
。

ま
た
、
組
織
化
さ
れ
て

い
な
い
、
園
部
・
八
木
地

域
に
も
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
が
必
要
と
考
え

る
が
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
あ
る
自
主
防
災
組
織

へ
の
出
動
手
当
の
概
念
は

な
じ
ま
な
い
、
平
時
の
訓

練
活
動
に
支
給
し
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
は
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

で
、
組
織
化
さ
れ
て
い
な

い
地
域
に
は
、
ぜ
ひ
と
も

立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。

問

問

市
長

市
長

旧
美
山
町
の
振
興
会

は
、
住
民
自
治
と
身
近
な

市
役
所
が
市
民
と
行
政
の

協
働
の
原
点
に
な
る
。
ま

た
行
財
政
権
限
の
委
譲

で
、
地
域
内
投
資
力
を
生

み
出
す
原
動
力
に
も
な
る

振
興
会
へ
の
認
識
は
。
ま

た
、
自
己
選
択
と
結
果
責

任
が
求
め
ら
れ
、
行
政
依

存
か
ら
の
脱
却
が
否
応
な

し
に
押
し
寄
せ
、
集
落
の

果
た
す
役
割
が
重
要
と
な

る
が
、
集
落
の
活
性
化
策

を
問
う
。振

興
会
は
地
域
住

民
の
ふ
る
さ
と
・
地
域
活

性
に
対
す
る
思
い
を
強
く

感
じ
る
。
ま
た
地
域
力
向

上
を
重
視
し
た
地
域
力
再

生
の
た
め
住
民
活
動
助
成

が
府
に
お
い
て
設
置
さ
れ

た
。
住
民
自
治
組
織
と
の

協
調
を
図
る
中
で
、
地
域

活
性
化
、
ま
た
地
域
力
の

向
上
策
に
努
力
す
る
。

カ
ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
は
、
基
準
値
を
超

え
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を

排
出
し
た
。
周
辺
地
域
か

ら
は
日
常
的
に
繰
り
返
さ

れ
る
不
快
感
を
発
端
に
悪

臭
・
騒
音
な
ど
多
く
の
声

が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
過

去
に
も
基
準
値
に
近
い
検

出
値
が
で
た
。
行
政
は
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
甘
さ
、

監
視
の
未
履
行
な
ど
を
反

省
し
、
協
定
書
に
基
づ
く

調
査
体
制
の
整
備
が
求
め

ら
れ
る
が
、
市
長
の
認
識

を
問
う
。住

民
の
皆
様
方
に

不
安
を
与
え
な
い
よ
う
監

視
、
検
査
等
々
対
応
を
考

え
、
京
都
府
と
今
後
の
対

応
を
協
議
す
る
。

平
成
14
年
当
時
の
園
部

町
に
お
け
る
状
況
報
告
は

書
類
と
し
て
残
っ
て
い
な

い
の
は
事
実
で
あ
り
十
分

反
省
を
し
て
、
今
後
、
厳

格
な
対
応
を
す
る
。

問市
長

問

市
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燃
え
に
く
い
「
汚
泥
」
を

大
量
に
燃
や
し
続
け
、
そ
の
結

果
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生

で
あ
る
。

営
利
重
視
で
、
住
民
や
環
境

が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。「
汚
泥
」
の
焼

却
量
を
規
制
す
べ
き
と
考
え
る

が
。カ

ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

は
当
初
説
明
の
と
お
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
に
徹
す
べ
き
で
は

な
い
か
。「

汚
泥
」
に
つ
い
て

は
、
京
都
府
の
専
門
家
会
議
で

協
議
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
受

問市
長

本
市
の
職
員
給
与
は

京
都
府
内
全
市
町
村
の
中

で
低
い
方
か
ら
数
え
て
2

番
目
と
聞
い
て
い
る
。
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
京
都

市
を
除
く
市
平
均
96
％
に

比
べ
、
本
市
は
86
・
7
％

で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う

だ
と
職
員
が
誇
り
を
持
っ

て
働
こ
う
と
い
う
意
欲
を

削
ぐ
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

ま
た
、
職
員
の
新
規
採
用

の
際
に
も
優
秀
な
人
材
が

応
募
を
し
て
こ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
危

け
て
、
適
切
に
指
導
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
市
も
連
携
し
て
い

き
た
い
。

カ
ン
ポ
で
の
ゴ
ミ
焼
却
は
、

法
的
に
許
可
さ
れ
て
操
業
さ
れ

て
い
る
。

行
政
が
責
任
を
持
っ
て
、

（
抜
き
打
ち
で
の
）
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
調
査
を
最
低
年
1
回
は

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
に
お

け
る
今
後
の
ご
み
行
政
の
見
通

し
は
。

監
視
・
調
査
は
府
と

惧
す
る
。
職
員
の
育
成
と

人
材
確
保
は
、
将
来
の
市

政
推
進
に
と
っ
て
何
よ
り

大
切
な
視
点
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

指
摘
の
と
お
り
本

市
の
職
員
給
与
水
準
は
低

い
。
こ
れ
ま
で
職
員
は
合

併
後
の
課
題
が
多
い
中
で

市
政
推
進
に
懸
命
な
努
力

を
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝

と
敬
意
を
表
し
た
い
。
し

か
し
、
現
在
、
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
給

与
水
準
を
見
直
す
こ
と
は

連
携
し
て
対
応
す
る
。

船
井
郡
衛
生
管
理
組
合
と
し

て
、
19
年
度
に
基
本
計
画
の
策

定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

府
道
・
大
河
内
口
八
田

線
大
河
内
峠
の
拡
幅
・
改
良
の

今
後
の
見
通
し
は
。

南
八
田
か
ら
大
河
内

に
向
け
て
、
2
車
線
道
路
と
し

て
5
0
0
メ
ー
ト
ル
の
用
地
境

界
の
立
会
い
が
さ
れ
た
。
早
期

実
現
を
府
に
要
請
し
て
い
く
。

大
河
内
杉
ヶ
沢
か
ら
亀

岡
市
広
野
へ
の
道
路
開
設
は
、

困
難
で
あ
る
。
今
後
の
財

政
状
況
の
推
移
を
見
な
が

ら
見
直
し
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

C
A
T
V
網
が
完
成

す
れ
ば
現
在
の
共
同
受
信

施
設
を
市
で
撤
去
さ
れ
る

計
画
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
献
身
的
に
保
守
点
検
等

を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
地
元

業
者
に
撤
去
を
任
せ
る
こ

と
が
仕
事
の
確
保
の
観
点

か
ら
も
大
切
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
市
役
所
・
支
所
で

の
消
耗
品
等
は
、
で
き
る

阪
神
方
面
へ
の
交
流
を
促
進

し
、
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
考
え
る
が
。

今
後
、
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
亀
岡
市

や
府
と
の
連
携
調
整
を
行
な
っ

て
い
く
。

住
民
監
査
請
求
が
さ
れ

た
3
億
6
1
0
0
万
円
に
つ

い
て
、
返
還
を
求
め
る
考
え
は

な
い
か
。監

査
結
果
の
と
お
り
、

返
還
を
求
め
る
こ
と
は
し
な

い
。

だ
け
地
元
商
店
か
ら
購
入

す
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

出
来
う
る
限
り
市

の
事
業
は
、
市
内
の
業
者

に
発
注
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

撤
去
に
つ
い
て
は
、
安
全

性
の
確
保
の
面
・
技
術

力
・
経
験
と
い
っ
た
こ
と

を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
現
在
、
関
係
部

局
で
検
討
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問

市
長

問

市
長

職員の給与の見直しは

現状では困難 府の指導を受けて

丹政クラブ
末武　　徹 議員

市長

汚泥を規制し、リサイクル
施設に徹すべき 日本共産党・住民協働市会議員団

大西　一三 議員

市長

問市
長

問

問

市
長

問

市
長

市
長
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